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「
顔
の
見
え
る
日
本
」
と
は
「
日
本

　
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る
か
」
を
世
界

　
に
向
か
っ
て
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
前
回
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
世
界
の
人

　
達
に
と
っ
て
最
も
れ
か
り
や
す
い
の
が

・
「
親
切
」
で
あ
る
。
「
究
極
の
親
切
」

は
緊
急
援
助
で
あ
る
。
次
な
る
親
切
は

『
’
貧
困
対
策
で
あ
ひ
、
こ
れ
を
社
会
開
発

　
と
い
う
Ｊ
緊
急
援
助
と
い
い
社
会
開
発
‐

　
と
い
い
プ
ロ
の
人
材
を
必
要
と
す
る
。

　
日
本
が
必
要
と
す
る
国
際
貢
献
の
プ
ロ
。
。

　
の
人
材
と
は
何
か
。
日
本
に
は
既
に
お

　
の
お
の
の
分
野
に
多
く
の
専
門
家
が
い

　
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
専
門
家
が
緊

　
急
座
前
や
社
会
開
発
活
動
の
易
で
そ
の

　
実
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
易
づ
く
り

　
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
プ

　
ロ
が
必
要
で
あ
る
。
盾
厠
が
成
功
す
る
三

白
か
否
か
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
Ｌ
タ
ー
次
第
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
選
択
外
国
語
を
集
中
的
に
学

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
必
要
と
・
ぶ
。
二
上
二
年
生
は
国
際
法
、
宗
教
学
、

さ
れ
る
条
件
は
少
な
く
と
も
三
点
あ
　
社
会
学
な
ど
の
専
門
教
育
を
受
け
る
。

ＡＭＤＡ国際大学
る
。
一
つ
は
語
学
力
、
　
四
年
生
は
海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
社
’

二
つ
は
交
渉
力
、
三
つ
へ
会
開
発
の
現
場
、
国
連
機
関
お
よ
び
国

は
海
外
で
活
動
を
す
る

た
め
の
知
識
で
あ
る
。
’

人
間
社
会
は
い
か
な
る

場
合
で
も
ル
ー
ル
が
あ

る
。
た
と
え
国
境
を
越

え
て
も
。
宗
教
な
く
し

て
国
際
社
会
は
語
れ
な
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い
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
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動
き
を
す
る
社
会
を
ど

う
理
解
し
対
処
し
て
い

く
の
か
。
そ
れ
が
国
際

法
、
宗
教
学
そ
し
て
社

会
学
な
ど
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学

　
（
仮
称
）
は
上
記
の
よ

う
な
国
際
貢
献
の
プ
ロ
の
人
材
を
養
成

す
る
四
年
制
の
大
学
で
あ
る
。
「
国
際

貢
献
学
部
」
め
名
の
も
と
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
編
成
さ
れ
る
。
一
年
生
は
英
語

際
機
関
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
で
体
験

を
豊
か
に
す
る
。
教
職
員
は
国
連
、
Ｎ
‘

Ｇ
Ｏ
そ
し
て
海
外
の
大
学
な
ど
と
連
携

・
し
て
世
界
中
か
ら
公
募
す
る
。
学
生
は

高
校
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
社
会
人
、
帰

国
子
女
そ
し
て
留
学
生
な
ど
も
大
歓
迎

で
あ
る
○
　
‐
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国
際
貢
献
と
岡
山
の
地
域
お
こ
し
。

世
界
が
必
要
と
す
る
岡
山
を
め
ざ
し
、

て
。
’
岡
山
に
本
部
を
置
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

康
点
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
岡
山
県
下

で
複
数
の
自
治
体
が
計
画
に
賛
同
し
て

ぐ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
。
丑
年
以
内
に

開
校
で
き
れ
ば
。
」
九
九
六
年
新
春
の

初
夢
で
あ
る
。

　
。
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
・

題
字
は
筆
者
）
。
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